徳島県看護協会【感染予防対策マニュアル】

利用者様・ご家族の方へ（MRSA：メチシリン耐性黄色ブドウ球菌）
· MRSA（メチシリン耐性黄色ブドウ球菌）について
MRSAは、人の鼻や皮膚などに常在する黄色ブドウ球菌が抗菌薬に抵抗力を持った（薬剤耐性菌）微生物です。保菌（菌は持っているが体に害はない）状態では治療の必要はありませんが、感染症（菌が体に害を与える）を発症した場合は治療が必要になります。
健康な人や正常な抵抗力を持っている人には無害です。ご家族の方などが病気を起こすことはほとんどありません。
· 感染対策について
1．訪問スタッフの対応について
MRSAは、利用者様の体や周囲の環境に手や体が触れることによって移動します。訪問スタッフを介して他の利用者様にうつらないように、手洗いや手指の消毒、手袋・エプロンの着用をさせていただきます。
2．洗濯について
使用したリネンの洗濯は、特別な消毒や他のご家族と分けて洗濯をする必要はありません。家庭用の洗剤を使用した通常の洗濯をしてください。
　　3．デイケアなどの施設を利用する場合について
他施設の利用をする場合は、MRSAが検出されている部位を覆う（喀痰から検出されている場合はマスクを着用する、排泄物から検出されている場合は漏れないようにおむつをする）ことで周囲環境の汚染を防ぐようにしてください。
***何か心配な点、ご不明な点などがあればいつでもお尋ねください***
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